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平成２６年度事業報告書 

（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで） 

Ⅰ 概 要 

 

えひめ産業振興財団では、本県経済の発展に資するため、新事業の創出及び高度な技術の研究

開発等を支援するとともに、中小企業の経営基盤の強化、ＩＴ導入による情報化促進等に積極的

に取り組んでいるところである。 

平成 26 年度においては、新たな事業活動や中小企業の経営安定等を支援する体制として、「ビ

ジネスサポートオフィス」を中心に、起業家精神に富んだ創業者や新事業分野へ進出する企業に

対して、新事業の立ち上げから、商品開発や販路開拓、事業化のための金融機関からの融資等に

至るまで、各段階に応じたきめ細かな支援施策を実施するとともに、他の産業支援機関等との緊

密な連携・補完体制のもと、「チームえびす」を構成し、一体的かつ重層的な支援機能の充実を図

り、さらには、新たに、国からの委託で中小企業・小規模事業者のワンストップ総合支援体制を

強化する、「よろず支援拠点」を設けたほか、農林漁業者等における６次産業化の取組支援を強化

するため、「６次産業化サポートセンター」を設置・運営するなど、中小企業者等の経営支援強化

を積極的に行った。 

また、「えひめ中小企業応援ファンド」により、地域資源の活用や地域のニーズに対応したビジ

ネスの創出支援に努めるとともに、本県産業の高付加価値化、高度化を図るため、中小企業の技

術開発、新事業の展開等を支援するなど、次代を担う新産業の育成に取り組んだほか、農林漁業

者と中小企業者の連携強化による地域経済の活性化を図るため、「えひめ農商工連携ファンド」を

活用した助成事業等を実施した。 

さらに、県内の中小企業、大学及び公設試験研究機関等の産学官連携体が実施する新技術・新

製品開発を促進するため、国等の競争的研究開発資金の獲得支援から採択後の事業管理までを一

貫して行ったほか、基金の運用益を活用した自主事業として、大学や公設試験研究機関の研究者

に対する研究開発助成や、企業間マッチングの促進等による県内中小企業の新技術・新製品開発

支援を実施した。 

下請企業振興事業では、幅広い受発注情報の収集提供や広域商談会を開催する等、県内下請中

小企業に対し、受注の安定的な確保と、新規取引先の獲得、自立化の促進を図った。 

企業の情報化支援では、中小企業支援センター情報ネットワークの管理運営を通じ各種産業情

報等の提供を行うとともに、ＩＴ人材育成研修やＩＴ利活用支援セミナーの開催、ｅラーニング

サービスの提供などにより、中小企業のＩＴ利活用を促進した。 

なお、県のテクノプラザ愛媛の管理にあたって、財団は指定管理者として、施設・設備の適正

管理及びその利用の促進を図った。 
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Ⅱ 事業報告 

 

１ （公１）公益目的事業  

 

＜Ａ：新規事業創出支援事業＞  

 

１．１ 新事業総合支援事業（県補助事業） 

【予算額：43,680 千円】【決算額：43,672 千円】 

創業や経営革新による新事業の創出を促進するため、創業・経営基盤強化支援体制を構築

し、総合的な支援を行った。 

（１）支援体制整備事業 

① 相談窓口（ビジネスサポートオフィス）における支援 

新商品開発や新事業創出等に取り組む個人や企業からの相談に対応するため、「ビジ

ネスサポートオフィス」(BSO)に、プロジェクトマネージャー１名、サブマネージャー１

名、研究員２名等を配置し、2,174 件の相談に対応した。 

[相談件数]            

相談内容 計 
（参考) 平成25年度  2,612件 

平成24年度  2,292件 

平成23年度  1,509件 

平成22年度  1,939件 

平成21年度  2,402件 

平成20年度  2,224件 

平成19年度  1,726件 

平成18年度   1,815件 

平成17年度  1,693件 

 

経営全般 456 

マーケティング 420 

資  金 211 

法  律 30 

技  術 117 

ビジネスプラン 402 

Ｉ  Ｔ 136 

会社設立 40 

事業連携 120 

特  許 9 

そ の 他 233 

計 2,174 

② 県内支援機関ネットワークの形成   

えひめビジネスサポートネットワーク（チームえびす）では、当財団をはじめ県内の

中小企業支援機関、金融機関などの１８の支援拠点と、大学、公設試等のパートナー機

関が連携して県内企業者等の経営課題に向けた各種支援を実施しており、各機関の連携

促進を図るため、支援機関連絡会議等を開催した。 

    【チームえびす支援拠点】 

産業支援機関 (公財)えひめ産業振興財団、(公財) えひめ東予産業創造センター 

(株)西条産業情報支援センター、(一財)今治地域地場産業振興センター 

商工関係団体 愛媛県中小企業団体中央会、愛媛県商工会連合会、県下全商工会議所（9） 

金融機関 (株)伊予銀行、(株)愛媛銀行、愛媛信用金庫 
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○支援機関連絡会議 開催実績２回 

第１回 平成 26 年６月４日（水）13:00～15:00 

第２回 平成 27 年２月 19 日（木）10：30～11：15 

     ○チームえびすスキルアップセミナー 

   日 時 平成 27 年２月 19 日（木）13：00～17：00 

   場 所 愛媛信用金庫研修所 大研修室 

   内 容 講演「価値を創りだすマーケティング」 

小阪裕司氏（オラクルひと・しくみ研究所代表） 

○チームえびす支援人材等スキルアップ研修 

   日 時 平成 27 年３月 13 日（金）13：30～17：30 

   場 所 テクノプラザ愛媛 ２Ｆ 一般会議室 

   内 容 ①リレー講演「わが国の IT 経営の動向」ほか２演題 

播磨 崇氏（ＩＴコーディネータ協会会長）ほか２者 

②事例紹介＆ディスカッション等 

㈲大徳、㈱Kasaikan、遠赤青汁㈱ 

（２）専門家派遣事業 

① 専門家派遣支援 

中小企業者から持ち込まれた経営上の問題や、課題の解決を図るため、財団に登録さ

れている専門家（ビジネスアドバイザー）を派遣した。 

派遣延べ件数 ２００件 対象企業（個人）３３先 

② 支援成果の普及 

県内各拠点の協力の下、各拠点から寄せられた優良事例による事例集等を作成し、チ

ームえびす各支援拠点等へ配布した。 

事例集作成部数 5,000 部  チラシ作成部数 1,000 部 

（３）チャレンジプラン（新商品研究開発支援事業） 

新商品開発や新事業創出に取り組むグループに対し、研究開発に要する経費を支援するも

ので、平成 26 年度は、３グループを支援した。 

支援対象分野 支援対象グループ 成果等 

農水業・食品

加工 

【26 年度新規 ２グループ】 

「タモギタケ（HIMETAMOGI）」を活用した商品開発 

「四国中央発！豆乳による美人化プロジェクト」 

 

試作品製造 

 

その他 【26 年度継続 １グループ】 

「歯ブラシ置き＆コップのぬめり撲滅新商品プロジェクト」 

試作品製造 

合計３ グループ （26 年度新規２） 
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（４）首都圏でのテストマーケティング実施に対する支援事業 

首都圏等で開催される展示会等への新商品の出展を支援した。 

展示会名等 主 催 時 期 場 所 出展者 

せとうち旬彩館 愛媛県、香川県 H27.1.12～1.18 東京都港区新橋 ２社 

出展事業者：(有)マルヨシ水産、風早の郷ふわり協同組合 

（５）起業家育成施設支援強化事業 

① 創業準備室の提供（スタートアップ支援オフィス） 

会社を設立しようとする個人に創業準備室を提供し支援した。平成 26 年度中の新規利

用者は、延べ６人である。また、２人が入居中に法人を設立した。 

（14 室、  5,000 円/月） 

② インキュベーションマネージャー（ＩＭ）養成研修 

創業準備室、インキュベート・ルーム入居者の育成支援を行うＩＭ養成研修に２名派

遣し、インキュベーションマネージャーの認定を受けた。 

③ インキュベーション施設支援強化 

創業準備室及びインキュベート・ルーム入居者を対象に、ＩＭ等専門家によるサポー

ト、商品化プランニング支援等を行うとともに、入居者同士のビジネス創出交流会を開

催した。 

また、創業・起業者等を発掘しビジネスプランのブラッシュアップや課題解決等の支

援を行うとともに、創業準備室、インキュベート・ルームへの入居や財団の事業等の利

活用促進を図るため、「えひめビジネスインキュベートスクール」を開設した。 

ア えひめビジネスインキュベートスクール特別講座 全１回 受講者１５名 

  講師 山口 誠氏（ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｵﾌｨｽ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ） 

開催日時 開催場所 内  容 

平成 26 年 5月 24 日（土） 

13：30～17：30 

テクノプラザ愛媛 「創業に向けて」 

イ えひめビジネスインキュベートスクール 

目的・目標の見える化編   全３回 受講者２８名 

ビジネスモデルの見える化編 全３回 受講者２２名 

販売営業活動の見える化編  全４回 受講者３３名 

（販売営業活動の見える化編の最終回に受講者のプレゼン、交流会を開催） 

講師 中対 明氏（表現舎 代表） 

毎回、企業経営者等のゲストスピーカーを招いて、成功事例等の発表を行った。 
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【目的・目標の見える化編】 

開催日 

※時間は各回とも 

18：30～20：30 

開催場所 内容 

平成 26 年 9月 25 日 （木） 

テクノプラザ愛媛 

「なぜ、いま創業 なのか」 

平成 26 年 10 月 2日 （木） 「環境は整っているか」 

平成 26 年 10 月 21 日（火） 「自分が生み出せる『価値』とは」 

【ビジネスモデルの見える化編】 

開催日 

※時間は各回とも 

18：30～20：30 

開催場所 内容 

平成 26 年 10 月 30 日（木) 

テクノプラザ愛媛 

「お客様は誰か」 

平成 26 年 11 月 6日 （木) 「リサーチによる冷静な分析」 

平成 26 年 11 月 13 日 （木) 

「取り巻く環境の整理とビジネスモデ

ルの確定」 

【販売営業活動の見える化編】 

開催日 

※時間は各回とも 

18：30～20：30 

開催場所 内容 

平成 26 年 11 月 27 日 （木) 

テクノプラザ愛媛 

「料金を決めておくことの重要性につ

いて」 

平成 26 年 12 月 4日 （木) 

「人として自分を好きになってもらう

こと」 

平成 26 年 12 月 11 日（木) 

「地域も自社も、戦略の原点は顧客の声

にあり」 

平成 27 年 1月 15 日 （木) 「参加者のビジネスモデル＆成果発表」 

（６）「経営者人材育成講座」の開設 

  県内産業の新陳代謝を即し、経済の活性化や雇用の創出につなげていくため、創業を目指す

県内企業内起業者や、若者等を対象に、新たに、松山大学と愛媛県と申し合わせ書を交わし、

「えひめベンチャー起業塾」を、松山大学にて、平日水曜日の夜間に、15 回開催した。 

 

１．２ 中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（国委託事業） 

【予算額：44,755 千円】【決算額：38,867 千円】 

中小企業・小規模事業者の経営支援体制の一層の強化を図るため、国の委託を受けて「よ

ろず支援拠点」を設置（全国で４７拠点）し、中小企業・小規模事業者の支援を次のとおり

実施した。 

（１）総合的・先進的アドバイス等 

国の専門家派遣制度等を活用しながら、各種相談に対し、中小企業・小規模事業者の課題

を分析し、一定の解決策を提示するため、よろず支援拠点にコーディネーター１名及びサブ

コーディネーター６名を配置し、2,009 件の相談に対応した。（相談内容は次のとおり。） 
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相談内容 件 数 相談内容 件 数 

売上拡大 645 創業 95 

IT 活用 51 雇用・労務関係 97 

広告戦略 70 事業承継 106 

地域資源活用 106 ものづくり 86 

経営改善 233 そ の 他 359 

資金繰り 161 合  計 2,009 

（２）その他の支援業務 

中小企業・小規模事業者に対する経営革新、地域資源活用等の経営戦略的な課題解決につ

いての理解と活用促進を図るためのセミナー、個別相談会等を実施した。 

チャレンジセミナー、個別相談会 

開催日 開催場所 内容 

平成 26 年８月 28 日（木) 

テクノプラザ愛媛 

お金をできるだけかけずに宣伝できる！ 

戦略的 PR のコツ 

（セミナー後、個別相談会） 

平成 26 年 10 月 7日（火） 中小企業を救う、板橋モデル 

平成 26年 11月 10日（月） 

愛媛の観光の明日を考える！ 

 今なすべきことは何か 

平成 26年 12月 16日（火） 

起業準備の基礎の基礎！ 

 小さな企業の成功法則 

  起業に役立つ“起業成功ノート” 

平成 27 年１月 29 日（木） 

地域資源を生かした商品開発の手法 

（セミナー後、個別相談会） 

平成 27 年２月 25 日（水） 

事業の寿命 30 年時代を生き抜く！ 

 中小企業が取るべき事業戦略とは 

（セミナー後、個別相談会） 

その他、特別セミナー（終了後、個別相談会）４回実施 

 

１．３ ６次産業化活動支援事業（県委託事業） 

【予算額：10,790 千円】【決算額：7,309 千円】 

    地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等を推進するため、「愛媛６次産業化

サポートセンター」を運営した。 

（１）人材育成研修会の開催 

６次産業化等に取り組んでいる事業者を支援できる専門人材を県内で育成し、県内におけ

る６次産業化等の更なる推進を図った。 

【第１回】日場所：平成 26 年９月 26 日（金） テクノプラザ愛媛２階研修室 

テーマ ：全国、中四国及び愛媛県における６次産業化の動向 参加人数：60 人 

【第２回】日場所：平成 27 年２月 20 日（金） にぎたつ会館２階楓の間 

テーマ ：インターネットを主軸にした産地のマーケティング 参加人数：47 人 

（２）交流会（３回開催） 

農林漁業者と他の事業者等とのマッチング、異業種交流を行い、県内における６次産業化
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等の更なる推進を図った。 

【第１回】平成 26年９月９日（火） 場所：東予地方局 

テーマ：失敗から学ぶ商品開発・販路開拓   参加人数：55 名 

【第２回】平成 26年 10 月 16 日（木） 場所：道の駅みま 

テーマ：商品開発・販路開拓への成功テクニック  参加人数：44 名 

【第３回】平成 26年 11 月６日（木） 場所：にぎたつ会館 

テーマ：農商工連携・６次産業化の取組状況、商品マッチング 参加人数：62 名 

（３）個別相談会（５回開催） 

６次産業化の取り組みに関する相談を希望する農林漁業者等に対し、センター主催交流会

や金融機関主催の商談会等にブースを設置し６次産業化プランナー等による個別相談を行

った。 

【第１回】平成 26年９月９日（火） 東予地方局  相談件数：４件 

【第２回】平成 26年 10 月３日（金） 東京第一ホテル松山 相談件数：７件 

【第３回】平成 26年 10 月 16 日（木） 道の駅みま  相談件数：４件 

【第４回】平成 26年 11 月６日（木） にぎたつ会館  相談件数：３件 

【第５回】平成 27年２月 20 日（金） にぎたつ会館  相談件数：４件 

（４）農林漁業者等へのサポート活動 

    ①月例会議の開催 

県内の活動状況・方針等を検討するため、県、中国四国農政局松山地域センター、サ

ポートセンターによる会議を開催した。 

     回数：８回、場所：県庁会議室 

    ②支援人材の派遣 

      国の支援制度を活用して６次産業化等の取組みを推進しようとする県内の農林漁業者

等に対して、６次産業化プランナーを派遣し、案件の発掘や新商品開発・販路拡大のア

ドバイス、「六次産業化・地産地消法」による認定申請から認定後のフォローアップまで

を一貫サポートした。 

    ③その他のサポート活動 

      農林漁業者等からの相談対応、案件の発掘、情報発信等を実施した。 

[サポート活動]            

項  目 計 
 

①プランナー等派遣を通じた個別相談 128 

②相談対応を通じた簡易な助言等 109 

③総合化事業計画認定者に対するフォローアップ 22 

④総合化事業計画の認定件数 3 

合計（①+②+③） 259 
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１．４ えひめ先進環境ビジネス創出推進事業（民間委託事業） 

【予算額：964 千円】【決算額：316 千円】 

低炭素社会の実現に向け、環境と経営の両立は企業において急務となっており、環境ビジ

ネスの分野は、今後大きな成長が見込まれている。このため、愛媛県と当財団が２１年に設

立した「えひめ先進環境ビジネス研究会」において、県内で創出されるオフセットクレジッ

トの利用促進をはじめ、県内事業者等による先進環境ビジネスの支援に取り組んできたとこ

ろであり、研究会のホームページの運営管理を含めた情報提供等を継続して実施したほか、

カーボンフットプリントを活用したカーボン・オフセット製品（どんぐりマーク製品）に、

オフセット量に応じたポイント（どんぐりポイント）に応じて、環境にやさしい商品やサー

ビスに交換できる「どんぐりポイント制度」の普及促進を図るため、国の補助事業を実施す

る民間企業（どんぐり事業事務局）からの委託を受け、どんぐりポイント制度参加者の応募

活動支援や、どんぐりポイント制度の普及広報活動をモデル的に支援した。 

（１）えひめ先進環境ビジネスセミナー及びネットワーク会議の開催 

日場所：平成 26 年８月７日（木） テクノプラザ愛媛 

テーマ ：Jクレジット制度の現状、クレジットの活用事例紹介、 

どんぐりポイント制度について 

（２）カーボン・オフセット研修会 

日場所：平成 26年 11 月 26 日（水） テクノプラザ愛媛 

テーマ ：Jクレジット制度について、 

全国におけるカーボン・オフセットの取り組みについて、 

     北海道下川町の取り組みについて、どんぐりポイント制度について 

 

１．５ グリーン・イノベーション関連ビジネス活性化促進事業 

「えひめ先進環境ビジネス研究会」のホームページ等において、県内事業者等に対してグ

リーン・イノベーション（環境エネルギー分野革新）に関する情報提供を行い、環境エネル

ギー関連ビジネスの支援に取り組んできたところである。 

本年度は、当財団（事務局）への愛媛県からの本業務委託がなく、主要業務は休止として

いるが、情報提供活動等を継続して行った。 

 

１．６ 中小企業外国出願支援事業（国補助事業） 

【予算額：5,400 千円】【決算額：3,406 千円】 

知財（特許、実用新案、意匠、商標）を活用した外国での事業展開を計画している県内の

中小企業者に対し、外国出願に要する経費の最大２分の１を補助するもので、平成 26年度の

実施案件は以下の４件である。 
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申 請 者 知財区分 出 願 国 

ヤマセイ㈱ 特許 米国 

軍場大樹 特許 欧州、米国、オーストラリア、シンガポール 

㈱愛南リベラシオ 特許 中国、インドネシア、タイ、ベトナム、インド 

中野産業㈱ 商標 米国、香港 

※補助率：２分の１以内 

※補助金上限額：特許 150 万円、実用新案・意匠・商標 60 万円、冒認対策商標 30 万円 

 

１．７ 地域中小企業応援ファンド事業（地域中小企業応援ファンド事業基金事業） 

地域資源を活用したビジネスの創出に取り組む個人やグループ活動等の企業化を支援する

ほか、県内の既存産業の高付加価値化、高度化を図るとともに、販路開拓、新事業展開等の

取組などを支援することにより、ビジネスの裾野拡大、ひいては次代を担う新産業の育成や

雇用の創出を推進するため、基金を１９年度から順次造成し「えひめ中小企業応援ファンド」

を創設するとともに、中小企業者等への助成事業及び地域密着型ビジネスコーディネーター

の設置等による支援事業を行った。 

＜基金の造成状況＞ 

拠出機関 

１号ファンド ２号ファンド ３号ファンド 

合 計 

地域密着 活力創出 農商工連携 

愛媛県 ２億円 ３億円 １億１千５百万円 ６億１千５百万円 

株式会社伊予銀行 １億５千万円 ２億２千５百万円 ２千５百万円 ４億円 

株式会社愛媛銀行 １億５千万円 ２億２千５百万円 ２千５百万円 ４億円 

愛媛信用金庫 １億５千万円 ２億２千５百万円 ２千５百万円 ４億円 

四国電力株式会社 １億５千万円 ２億２千５百万円  ３億７千５百万円 

愛媛県信用農業協

同組合連合会 

  ３億円 ３億円 

愛媛県信用漁業協

同組合連合会 

  １千万円 １千万円 

独立行政法人中小

企業基盤整備機構 

３２億円 ４８億円 ２０億円 １００億円 

合    計 ４０億円 ６０億円 ２５億円 １２５億円 

※１０年間無利子貸付 

 

（１）地域密着型ビジネス創出助成事業 

【予算額：85,949 千円】【決算額：35,813 千円】 

① スタートアップ応援型助成事業 

ア 一般枠 

法人を設立して地域に密着した事業に新たに取り組もうとする個人又はグループ等

を対象とし、事業の立ち上げに必要な初期的経費の助成 

【助成率：３分の２以内、限度額：３，０００千円】 

○平成２６年度継続事業 １３件（平成２５年度採択分） 
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【予算額：22,199 千円】【決算額：16,758.567 千円】  

○平成２６年度採択事業 １５件（公募３回、応募２６件） 

【予算額：42,126 千円】【決算額：16,144.733 千円】  

回 申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

第

１

回 

佐伯 浩一 

伊予南高を使った地産地消型梅加工製造販

売 

3,000 3,000 

栗林 泰彦 

えひめの IT 経営収益モデルを目指すカラー

トマトの加工・販売事業 

3,000 2,297 

橋本 そよみ 

宇和海ぶりのアンテナ店開設による加工・販

売事業 

2,999 

2,799 

27 年度事業 

第

２

回 

家常 正裕 

未利用魚を中心に漁師から直接仕入れ、品質

とコスパに優れた飲食店事業 

3,000 

2,326.6 

27 年度事業 

玉井 恵美 南予の高齢者向け服飾セミオーダー事業 3,000 

216 

27 年度事業 

松友 邦夫 実質 0円の心のこもった自分葬 3,000 

225 

27 年度事業 

㈱グリーン

ファーム協

栄 

高品質・安心・安全野菜を駆使したパウダー

商品開発 

2,403 0 

遠藤 厚子 

愛媛産のハーブとハーブ樽を使った体のメ

ンテナンス事業 

2,241 2,241 

河野 優 

南予及び県内の学生に対する留学あっせ

ん・サポート事業 

3,000 

40.133 

27 年度事業 

鈴木 哲生 

愛南町の天然魚の魅力を最大限に引き出す

高度水産加工事業の創出 

3,000 3,000 

第

３

回 

辻 加世子 

県産『天然果実酵母』の美食パンと食べる果

実ジャムの加工販売事業 

3,000 27 年度事業 

奥山 忠政 

ジビエ食材の流通拡大とそれに要する捕

獲・処理技術者の養成 

3,000 27 年度事業 

山本 康弘 

県内の空き家を活用した繋がりと助け合い

を育むまちづくり 

3,000 27 年度事業 

森 真理 

南予の観光客の心をガッチリつかむ国際的

おもてなしマナーを広げる事業 

1,483 27 年度事業 

㈱南予ファー

ム 

南予産柑橘とその加工品を使った県外アン

テナショップの開設事業 

3,000 27 年度事業 

計 15 件 42,126 16,144.733 

イ ビジネスデザイン枠 

デザイナー等との協働による商品開発、デザイン企画開発などにかかる必要経費を

助成 

【助成率：２分の１以内、限度額：１，５００千円】 

○平成２６年度採択事業 ２件（公募１回、応募３件） 

【予算額：2,225 千円】【決算額：1,475 千円】  
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申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

㈱工房織座 ブランド「ＫＯＢＯＯＲＩＺＡ」の構築 1,475 1,475 

㈱りんね 

カジュアルギフト（手土産）に特化した

雑穀菓子（県産雑穀使用）の開発 

750 

0 

27 年度事業 

計２件 2,225 1,475 

ウ メッセチャレンジ枠 

国内外で開催される見本市・商談会等への出展、参加にかかる必要経費を助成 

【助成率：２分の１以内、限度額：５００千円】 

○平成２６年度採択事業 該当なし（応募０件） 

【予算額：1,000 千円】【決算額：0千円】 

② 新規ビジネス展開助成事業 

本県が有する優れた技術シーズを活用した新事業の展開や、新製品・新サービスによ

る新たな事業展開の取組への助成 

【助成率：２分の１以内、限度額：３，０００千円】 

○平成２６年度継続事業 １件（平成２５年度採択分） 

【予算額：462 千円】【決算額：462 千円】  

○平成２６年度採択事業 ６件（応募１１件） 

【予算額：17,937 千円】【決算額：2,972 千円】 

回 申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

第

１

回 

㈱あいさと 

県産真鯛のアラを有効活用した「おどり鯛シ

リーズ商品」の加工・販売 

3,000 2,972 

第

２

回 

㈱ ル フ ラ

ン・ルフラン 

県産素材を使用したジェラート加工＆アシ

ェットデセール販売 

3,000 

0 

27 年度事業 

第

３

回 

㈱えむぼま 

愛媛の地域発展と子育て世代のママをター

ゲットとした情報発信事業 

3,000 27 年度事業 

㈱ イ ヌ ガ

イ・バイシク

ル 

南予地域におけるスポーツ自転車とナビ付

サイクルコンピューターのレンタル及び、ス

ポーツ自転車のフィッティングサービス提

供事業 

3,000 27 年度事業 

㈱大一合板商

事 

県産ひのきを使用した室内高級家具の加

工・販売 

3,000 27 年度事業 

㈲リフレエン

タープライズ 

松山市中心部に新しい旅のスタイルと地域

健康寿命を延ばす健幸プロジェクト 

2,937 27 年度事業 

計 6件 17,937 2,972 

 

（２）地域密着型ビジネス創出支援事業 

【予算額：23,116 千円】【決算額：14,915 千円】 
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① コーディネーターの設置 

地域密着型ビジネス担当のコーディネーターを３名設置し、ビジネスシーズの発掘と

事業化へ向けたコーディネートを行うとともに、発掘案件の事業計画・収支計画等ビジ

ネスプランの作成支援などを行った。 

相談件数 427 件 

申請支援件数 「地域密着型ビジネス創出助成事業」申請支援 26 件（うち採択 15 件） 

創業（法人化）件数 9 件 

② ワークショップ開催事業 

地域密着型ビジネスへの取り組みを啓発・促進するため、ビジネスシーズの発掘方法、

事業計画の作成方法など、地域密着型ビジネスを立ち上げるにあたって必要となる知識

習得を行う研修を合計６回行った。 

○ 創業講座  

西条市会場にて２回、松山市会場にて２回、宇和島市会場にて２回実施 

③ フォローアップ支援事業 

○ 「スーパーマーケット・トレードショー2015」「FOODEX JAPAN2015」愛媛県ブース 

愛媛の食品の魅力を発信し県内中小企業者等の販路開拓を図るため、当財団と愛

媛県及び関係機関が連携し、国内最大級の食をテーマとした展示会である「スーパ

ーマーケット・トレードショー2015」「FOODEX JAPAN2015」に大規模共同出展型の

「愛媛県ブース」（９企業）を出展し支援に努めた。 

「スーパーマーケット・トレードショー2015」 

  開 催 日 平成 27 年 2月 10 日（火）～12 日（木） 

  開催場所 ビックサイト 

  県ブースの来場者 食品・飲料のバイヤー2,043 社（商社・卸、小売等） 

「FOODEX JAPAN2015」 

  開 催 日 平成 27 年 3月 3日（火）～6日（金） 

  開催場所 幕張メッセ 

  県ブースの来場者 食品・飲料のバイヤー4,664 社（商社・卸、小売等） 

 

（３）活力創出助成事業 

【予算額：186,712 千円】【決算額：63,849 千円】   

成長が見込まれる分野における技術開発、商品開発、販路開拓等に取り組む中小企業者

又は中小企業者のグループを対象として、助成事業の公募・採択を行った。 

① えひめプロダクツ市場開拓助成事業 

ア ビジネスデザイン助成事業 
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デザイナー等との協働による商品開発、デザイン企画開発などにかかる必要経費を

助成 

【助成率：２分の１以内、１，５００千円】 

       ○平成２６年度採択事業 ４件（応募７件）  

【予算額：4,528 千円】【決算額：3,473.4 千円】 

 申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

えひめ洋紙㈱ 

次世代を担う子供を対象とした 

知育玩具開発及び販売戦略 

1,500 

1,145.9 

27 年度事業 

遠赤青汁㈱ 

遠赤青汁㈱ブランド構築に伴うデザイ

ンリニューアル及び新商品展開に伴う

デザイン開発 

1,500 1,500 

㈱大愛 

市場性を重視した商品開発および販売、

情報配信チャネルの改善 

887.5 827.5 

㈲中川食品 

老舗豆腐ブランド構築に伴うデザイン

リニューアル及び新規顧客開拓事業 

639.778 

0 

27 年度事業 

計４件 4,527.278 3,473.4 

イ メッセチャレンジ助成事業 

       国内外で開催される見本市・商談会等への出展、参加にかかる必要経費を助成 

【助成率：２分の１以内、限度額：５００千円】 

○平成２６年度採択事業 ５件（応募６件） 

【予算額：1,943 千円】【決算額：1,730 千円】 

申請者 出展商品／出展先 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

㈱世紀 もち菓子等／地方銀行フードセレクション 230 182 

㈱オフィス・ラ

ボ 

福祉家具／第４１回国際福祉機器展 475 419 

㈲カネモ しらす等／外食ビジネスウィーク 2014 282 282 

コンテックス㈱ 

タオル製品／国際見本市インテリアライフスタイ

ル 2014 

458 458 

㈱オカベ 

水産加工品／ジャパン・インターナショナル・シー

フードショー2014 

498 389 

計５件 1,943 1,730 

② がんばるものづくり企業助成事業 

ア ＦＳ調査助成事業 

独創的で市場性の見込まれる技術シーズについての技術的データの取得・検証、独

創的な新製品・新サービスによる事業展開に関する市場性・事業性向上に係る調査研

究等の取組への助成 

【助成率：３分の２以内、限度額：１，０００千円】 

○平成２６年度継続事業 
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        ２件（平成２５年度採択分） 

【予算額：987 千円】【決算額：533 千円】 

○平成２６年度採択事業 ２件（公募２回、応募２件） 

【予算額：2,000 千円】【決算額：1,862 千円】  

申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

㈱有高扇山堂 

【香り】を付与した祝儀袋・ポチ袋・カ

ードなどの商品開発（市場調査含む）に

係る可能性研究 

1,000 896 

協和パックス㈱ 

樹脂製のフラワーベース（花瓶）や金魚

鉢などの開発 

1,000 966 

計２件 2,000 1,862 

イ スーパーベンチャー助成事業 

       独創的で著しく新規性のある創造的知識を活用したリスクの高い新技術の研究開発

等の取組への助成 

【助成率：５分の４以内、限度額：２０，０００千円／年（最大２年）】 

○平成２６年度採択事業 該当なし（公募２回、応募０件）【予算額：20,000 千円】 

ウ 研究開発助成事業 

       モノ作り分野においてけん引役となるような新技術・新製品の研究開発、県内の健

康福祉研究成果を事業化するための新技術・新製品の研究開発や、ＩＴ分野の有望案

件に係る新技術・新製品の研究開発の取組への助成 

【助成率：３分の２以内、限度額：一般枠２０，０００千円、小規模枠３，０００千

円／年（最大２年）】 

○平成２６年度継続事業 

        一般枠３件（平成２４年度採択分） 

【予算額：16,237 千円】【決算額：9,592 千円】 

一般枠７件、小規模枠４件（平成２５年度採択分） 

【予算額：57,989 千円】【決算額：43,886 千円】 

○平成２６年度採択事業 

一般枠４件、小規模枠２件（応募：一般枠 ７件、小規模枠 ３件） 

【予算額：66,382 千円】【決算額：0千円】 

申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

エピソードシステム㈱ 

（小規模枠） 

高輝度 LED を用いた異物検知用表面検

査用光源の開発 

772 27 年度事業 

四国ケージ㈱ 

（小規模枠） 

生分解でき、自然還元可能なワクモ捕

虫器の開発 

3,000 27 年度事業 
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ダイオーエンジニアリ

ング㈱（一般枠） 

廃棄物からの高速・高精度金属選別装

置の開発 

20,000 

27 年度事業 

 

MKT㈱ 

（一般枠） 

プラントメンテナンス用 特殊冶具開

発による必要技術力（技能）の緩和 

16,130 27 年度事業 

㈱VEQTA 

（一般枠） 

無隔膜法による酸・アルカリ生成法と

殺菌技術を利用した農業用殺菌水の製

造装置開発 

6,480 27 年度事業 

平工業㈱ 

（一般枠） 

自動培地交換装置の試作開発 20,000 27 年度事業 

計６件 66,382 0 

エ 作業標準作成スキル導入助成事業 

ものづくり企業が、動画手法等を用いて技術・技能伝承を図るための作業標準書（マ

ニュアル）を作成するスキル習得による伝承すべき技術・技能の把握、その効果的な

伝承のための取組への助成 

【助成率：３分の２以内、限度額：１，５００千円】 

○平成２６年度採択事業 ２件（公募１回、応募２件） 

【予算額：3,000 千円】【決算額：1,066.33 千円】 

申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

菊間町窯業協同組合 いぶし瓦製造技術伝承マニュアル作成 344.5 294.9 

ちぐさ技研工業㈱ 

モノレール製造に係る動画法を用いた作

業標準書の作成 

771.43 771.43 

計２件 1,115.93 1,066.33 

③ 地域産業新需要開拓助成事業 

地域のものづくり産業における新たな需要開拓のため、中小企業団体による中長期的

な戦略の策定や、中長期的な戦略に基づいて業界として実施する、商品のブランド化に

向けた試作品等の開発、新市場等の開拓、新営業方式等の構築等への取組への助成 

【助成率：３分の２以内、限度額：３，０００千円】 

○平成２６年度継続事業 

       ２件（平成２４年度採択分） 

【予算額：1,346 千円】【決算額：1,346 千円】 

○平成２６年度採択事業 ０件（公募１回、応募０件） 

【予算額：6,000 千円】【決算額：0千円】 

④ 南予地域クリエイティブ産業育成助成事業 

企業誘致などの面で大きなハンデがある南予地域の活性化と新たな雇用創出に資する

ため、首都圏ＩＴベンチャー企業等のサテライトオフィス等の誘致への取組への助成 

      【助成率：２分の１以内、限度額：１,０００千円／年】 

      ○平成２６年度採択事業 １件（応募１件）  

【予算額：3,000 千円】【決算額：359.79 千円】 
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 申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

ファイブヴィレッジ

㈱ 

愛媛県南予地域におけるシステム開発

拠点（ニアショア開発拠点）の構築 

1,112 

359.79 

27・28 年度

事業 

計１件 1,112 359.79 

⑤ 中小企業海外展開フォローアップ助成事業 

海外への販路開拓を目指す県内中小企業等が、事前市場調査、現地調査を通じた海外

展開事業計画を策定・実施するための取組への助成 

     【助成率：２分の１以内、限度額：３００千円】 

○平成２６年度採択事業 １１件（応募１１件） 

【予算額：3,300 千円】【決算額： 0 千円】 

申請者 事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

㈱曽我部鉄工所 

ベトナムにおける「歯車減速機、歯車

製品」の製造及び販売販路拡大につい

て 

300 0 

萩尾機械工業㈱ 

ベトナムにおける「小物リピート品、

単品製缶品」の製造について 

300 0 

萩尾高圧容器株式会社 

ベトナムにおける「高圧ガス容器及び

脱硫装置」の製造及び販売について 

300 0 

愛建電工㈱ 

ベトナムにおける「工場用制御盤」の

販路拡大について 

300 0 

㈱トーヨ 

ベトナムにおける「防護服等」の販路

拡大について 

300 

0 

27 年度事業 

㈱トップシステム 

インドネシアにおける医薬品製造設備

の販路開拓について 

300 27 年度事業 

オオノ開發㈱ 

ベトナムにおける「廃棄物処理業」の

事業化について 

300 27 年度事業 

㈱OBU 

ベトナムにおける新規ビジネスモデル

の構築について 

300 27 年度事業 

山陽物産㈱ 

ベトナムにおける日本製ホテルアメニ

ティの販路拡大について 

300 27 年度事業 

㈲大石フーズ 

愛媛の農産物加工品の ASEAN 地域での

販売 

300 27 年度事業 

ベルグアース㈱ 

ベトナムにおける「野菜苗用培土、園

芸資材」の購入について 

300 27 年度事業 

計１１件 3,300 0 

（４）活力創出支援事業 

【予算額：41,106 千円】【決算額：35,608 千円】 

① 産業支援機関向け等助成事業 

ア ものづくり企業マッチング支援事業 

県内ものづくり中小企業群と県内外大手企業等とのマッチングによる、県内中小企
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業における新製品の開発等への支援を行うため、県内産業支援機関に対し必要経費の

一部を助成した。 

【助成率：10 分の 10 以内、助成額：７,０００千円】 

【予算額：7,000 千円】【決算額：7,000 千円】 

産業支援機関 実施内容 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

公益財団法人 

えひめ東予産業創造 

センター 

ジョイントコーディネーターの設置 

次世代技術研究会・先進加工技術研究会、

経営基盤強化のための経営者勉強会、小

規模研究会の設置・運営 

マッチングの実施 

7,000 7,000 

イ えひめプロダクツ市場開拓支援事業 

（ア）えひめプロダクツ市場開拓支援事業（国内枠 食品） 

販路開拓のノウハウを有する外部専門家等を活用した、県内外の販売見込み先開拓

のための仕組み構築への支援を行うため、県内産業支援機関に対し必要経費の一部を

助成した。 

【助成率：10 分の 10 以内、助成額：５,０００千円】 

【予算額：5,000 千円】 【決算額：4,592.025 千円】 

産業支援機関 実施内容 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

愛媛県中小企業団体

中央会 

販路開拓のノウハウを有する外部専門家

（販路開拓ナビゲーター）を活用した、

首都圏の販売見込先紹介・マッチング、

販路開拓現地指導の実施により、市場開

拓の支援を行った。 

5,000 4,592.025 

（イ）えひめプロダクツ市場開拓支援事業（国内枠 非食品） 

販路開拓のノウハウを有する外部専門家等を活用した、県内外の販売見込み先開拓

のための仕組み構築への支援を行った。 

【予算額：15,726.69 千円】 【決算額：15,726.69 千円】 

委託先 実施内容 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

株式会社アール・ピ

ー・アイ 

販路開拓のノウハウを有する外部専門家

を活用した、商品のブラッシュアップ、

代官山Ｔ－ＳＩＴＥでの展示販売やギフ

トショーへの出展、首都圏のバイヤーと

のマッチングにより、市場開拓の支援を

行った。 

15,726.69 15,726.69 

（ウ）えひめプロダクツ市場開拓支援事業（海外チャレンジ枠） 

海外とのビジネス交流を意図する県内中小企業について、現地関心企業等の発掘

や商談アレンジ等への支援を行うため、県内産業支援機関に対し必要経費の一部を
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助成した。 

【助成率：10 分の 10 以内、限度額：4,500 千円】 

【予算額：4,500 千円】【決算額：2,714.78 千円】 

産業支援機関 実施内容 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

公益財団法人 

愛媛県産業貿易 

振興協会 

台湾への販路開拓支援（アンテナショ

ップ事業、マッチング事業、マーケッ

ト調査） 

4,453 2,714.78 

ウ ハンズオン助成事業 

知事が承認した産業支援機関が取り組むがんばるものづくり企業助成事業の助成事

業者等へのハンズオン支援に必要な経費の助成を行う。 

② 技術力ハンズオン支援事業 

活力創出助成事業等担当のコーディネーターを配置し、新規案件の支援や助成企業の

フォローアップなどを行う。 

（５）農商工連携助成事業 

農林漁業者と中小企業者等が有機的に連携し、新たな商品・サービスの開発などにかか

る必要経費を助成 

【助成率：３分の２以内、限度額：５,０００千円】 

 ○平成２６年度採択事業 ８件（応募１２件） 

【予算額：35,182 千円】【決算額：24,266 千円】 

申請者 

事業概要 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 中小企業者 農林漁業者 

BODY+ 千舟町

店 

(株)高橋農園 

西条市産のレインボーキウイフ

ルーツを活用した加工品の開

発・製造 

3,096 2,811 

酒井建設 

(株)エフシー 

中村真珠 

愛媛県産の木材や真珠を利用し

たブライダルオブジェ等の研究

開発事業 

4,480 3,430 

(株)パティス

リー・ジュテー

ム 

えひめ南農業

協同組合 

南予地域の柑橘、野菜など農産物

を活用した加工品開発・製造 

4,061 3,135 

(株 )愛媛

エ ヒ メ

玄人

プ ロ

海

シー

風土

フ ー ド

 

H プロジェクト

(株) 

愛媛県産のケール、米、柑橘、豆

類等を活用した魚介珍味の加工

品開発・製造 

3,706 1,826 

浅野食品(株) 

（一社）鬼北町

農業公社 

鬼北町の熟成きじを活用したぎ

ょうざなどの加工品開発・製造 

4,983 4,458 
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(有)永久堂 

東予園芸農業

協同組合 

愛媛産の柿などブランド農産物

を活用したスイーツの開発、製造 

3,233 2,001 

(株)ジェイコ

ム 

新居浜市六次

産業化推進協

議会 

新居浜産の未利用魚を活用した

すり身やレトルト加工品の開

発・製造・販売 

4,966 4,288 

(株)ステップ

コミュニケー

ション 

マルハフーズ

(株) 

尾地農園 

南予産の鶏や柑橘などを活用し

た加工品の開発・製造 4,866 2,317 

計８件 33,391 24,266 

（６）農商工連携支援事業 

農林漁業者と中小企業者等との連携体を支援する取組みにかかる必要経費を助成した。 

【助成率：１０分の１０以内、限度額：３,０００千円】 

○平成２６年度採択事業 ２件（応募２件） 

【予算額：9,000 千円】【決算額：3,903 千円】 

産業支援機関 実施内容 

採択額 

（単位：千円） 

決算額 

（単位：千円） 

愛媛県農業協同組合

中央会 

商品開発や販路開拓に資するセミナー

（２回）や展示会出展など販路開拓等に

対する総合的な支援を実施 

1,564 1,530 

松山商工会議所 

販売戦略、販路開拓に資するセミナー（２

回）や展示会出展など販路開拓等に対す

る総合的な支援を実施 

2,946 2,373 

計２件 4,510 3,903 

（７）管理事業 

地域密着型ビジネス創出助成事業、地域密着型ビジネス創出支援事業、活力創出助成事業、

活力創出支援事業、農商工連携助成事業及び農商工連携支援事業を円滑かつ適正に実施する

ために必要な交付事務及び運用事務等の業務を行った。 

 

１．８ 創業促進補助金助成事業（国委託事業） 

【予算額：230,000 千円】【決算額：96,266 千円】 

県内の地域ニーズを的確に把握した独創的なサービスや商品等を新たに提供する事業を実

施する女性や若者等の起業・創業の支援、また、既存の中小企業者の後継者が先代から事業

を引き継ぎ業態転換や新事業・新分野に進出する第二創業の支援、さらに、海外市場の獲得

を念頭とした事業を興す起業・創業の支援を実施した。 

① 地域需要創造型起業・創業 

地域需要創造型起業・創業促進事業の取組に必要な経費を助成した。 

【助成率：３分の２以内、限度額：２，０００千円】 
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○平成２６年度継続事業 45 件（平成２５年度採択分） 

【予算額：86,177 千円】【決算額：77,223.161 千円】  

○平成２６年度採択事業 30 件（公募 2回、応募 87 件） 

【予算額：107,823 千円】【決算額：5,933.333 千円】  

② 第二創業 

第二創業の取組に必要な経費を助成した。 

【助成率：３分の２以内、限度額：５，０００千円】 

○平成２６年度継続事業 2件（平成２５年度採択分） 

【予算額：6,533 千円】【決算額：4,526.062 千円】  

○平成２６年度採択事業 0件（公募 2回、応募 0件） 

【予算額：8,467 千円】【決算額：0千円】  

③ 海外需要獲得型起業・創業 

海外需要獲得型起業・創業の取組に必要な経費を助成した。 

【助成率：３分の２以内、限度額：７，０００千円】 

○平成２６年度継続事業 2件（平成２５年度採択分） 

       【予算額：21,000 千円】【決算額：8,582.572 千円】  

 

１．９ 下請企業振興事業（県補助事業） 

【予算額：17,341 千円】【決算額：16,345 千円】 

県内下請中小企業の新規取引先の開拓及び受注の安定確保を図るため、広域取引情報の提

供、商談会の開催など、取引あっせんを推進するとともに、取引の適正化のための各種事業

を実施した。 

（１）受発注情報等収集提供事業 

発注情報等を下請中小企業に提供するほか、県内下請中小企業が保有する設備内容を掲載

した受注登録企業名簿を紹介し、広く県外の有力発注企業を訪問し県内下請中小企業の受注

促進を支援した。 

発注開拓調査 

調査企業数 調査対象 内  容 

６８５社 鉄工・電気関連 今後の生産計画や新規発注計画について 

 ９１社 縫  製  関  連 今後の生産計画や新規発注計画について 

発注開拓訪問企業 

実施年月日 訪 問 企 業 

26.11.10～11 

三井造船プラントエンジニアリング㈱、クボタ環境サービス㈱、 

新興プランテック㈱ 

26.12.5 水戸工業㈱ 



- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）広域商談会開催事業 

県内外発注企業の具体的な発注ニーズを把握し、発注企業と県内下請中小企業との間で、     

個別の面談を行う「四国４県による四国ビジネスマッチング 2014」、「近畿・中国・四国９府

県によるモノづくり受発注広域商談会及び「近畿・四国 11 府県による合同広域商談会」を開

催し､県内下請中小企業の新規取引先の開拓を支援した。 

     ニーズ調査 

調査企業数 調査対象 内  容 

7,568（四国） 鉄工・電気関連 新規の発注内容や商談会への参加の有無について 

7,506（大阪） 鉄工・電気関連 新規の発注内容や商談会への参加の有無について 

7,344（近畿） 鉄工・電気関連 新規の発注内容や商談会への参加の有無について 

商談会 

開催年月日 開催場所 

発注企業数 

(全体) 

受注企業数 

(愛媛県) 

商談件数 

（愛媛県） 

26. 9.25 大阪市 ９５社 １３社 ３５件 

26.11.27 高松市 ５５社 ３８社 １０８件 

27.2.18～19 京都市 １５８社  ９社 ３６件 

業種別あっせん成立件数及び契約当初受注金額         

業  種 成立件数 契約当初受注金額 

鉄工・電気 １３件 39,780 千円 

縫   製 １件 183 千円 

計 １４件 39,963 千円 

 

１．10 首都圏県産品商談会事業（全国商工会連合会補助事業） 

【予算額：14,256 千円】 【決算額：8,827 千円】 

大消費地である首都圏での展示即売会・商談会を通じて、事業者自ら販路の開拓、商品

PR の確立や、習得をしていただき、独力での事業展開が出来るよう支援し、継続的な売上

増加につなげるために次の展示即売会・バイヤー商談会事業を実施した。 

事前の教育支援（展示販売会対応セミナー・バイヤー商談会対応セミナー・出展者交流

26.12.10～11 豊国工業㈱、ホーコス㈱、旭化成エンジニアリング㈱ 

26.12.18～19 双基㈱、島津エミット㈱、サンコール㈱ 

27.1.19～20 岐阜精工㈱、㈱名古屋製作所、村田機械㈱犬山事業所 

27.1.29～30 ㈱イズム、コサカ被服㈱ 

27.2.9～10 

三菱電機エンジニアリング㈱姫路事業所、㈱クボタ堺製造所、 

クボタ環境サービス㈱久宝寺事業センター 
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会）により、自ら販路を開拓し、売上向上を実現する人材を育成し、出展者同士の交流を

図り、コラボ商品や、ビジネスパートナーとの出会いの機会を提供した。 

また、フォローアップセミナーも行うことで今後の改善にもつながるような事業とした。 

  ①展示即売会の実施 

       日時  平成２６年１１月２日（日）、３日（月） 

       場所  東京シティアイ（ＪＰタワー・ＫＩＴＴＥ地下１Ｆ） 

       東京都千代田区丸の内２丁目７番２号ＪＰタワー地下１階 

       出展事業者  ５社（売上額  606 千円） 

  ②バイヤー商談会の実施 

       日時  平成２６年１１月４日（火） 

       場所  ＡＰ東京八重洲通り 

       東京都中央区京橋１－１０－７ＫＰＰ八重洲ビル１１階 

       出展事業者  １３社     バイヤー  １４社 

       商談件数   ４３件、うち成約 ５件 2,200 千円 

委託先 実施内容 

決算額 

（単位：千円） 

株式会社アール・ピー・アイ 

事前の教育支援により、自ら販路を開拓し、

売上向上を実現する人材育成などを行った。 

6,890.4 

 

１．11 共感型民間資金活用促進事業（県委託事業） 

【予算額：1,105 千円】【決算額：803 千円】 

新事業展開を目指す企業等と資金提供者をインターネット経由で結び付け、多数の資金提供

者から少額ずつ資金を集める仕組み（クラウドファンディング）の県内中小企業等への普及啓

発及び活用促進を図るため、支援機関と連携して、相談対応のほか次の事業を実施した。 

（１）普及啓発セミナーの開催 

支援機関及び企業に対し、クラウドファンディングの仕組みや活用のポイント、事業者の

責任やリスク等について、活用実績のある事業者の事例も交えて説明した。 

・ 支援機関向けセミナー（平成 26 年７月 18 日） 

・ 企業向けセミナー 

（南予・八幡浜：平成 26 年８月 20 日、中予・西条：８月 21 日、今治：８月 22日） 

（２）首都圏におけるＰＲ事業 

    東京都内において一般の個人投資家を対象に、クラウドファンディングの仕組みや投資の

リスク等を説明するほか、愛媛県におけるファンド募集中の事業者や商品など、具体的な活

用事例を紹介した。 
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（３）支援機関や県内事業者への情報提供 

    事業の実施状況、各機関の取組状況等の共有を図った。 

 

１．12 経営指導員向け小規模事業者支援研修事業（国委託事業） 

【予算額：1,000 千円】【決算額：993 千円】 

    商工会及び商工会議所の経営指導員に対し、小規模事業者の支援手法等を習得するための

研修を実施することにより、中核となる経営指導員の育成を図った。 

    ○研修テーマ  「経営者が真に求める支援機関職員の育成研修」 

    ○研修期間   １４日間（平成 26年 12 月 10 日～平成 27 年 2月 20 日）  

    ○研修対象者  商工会・商工会議所の経営指導員等３名 

            愛媛県商工会連合会、徳島県商工会連合会、高松市中央商工会 各１名 

 

１．13 医療機器関連製品販路開拓支援事業（県委託事業） 

【予算額：209 千円】【決算額：109 千円】 

医療機器関連分野での発展を目指す、県内ものづくり企業の販路開拓や製品開発を支援す

るため、支援体制を構築し県内企業からの相談に対応した。 

相談内容 件 数 

マッチング ２ 

販路開拓 ２ 

法規制 ２ 

計 ６ 

 

 

＜Ｂ：産業技術高度化支援事業＞  

 

１．14 起業化シーズ育成支援事業（技術振興事業基金事業） 

【予算額：8,877 千円】【決算額：8,428 千円】 

大学等高等教育機関及び公設試験研究機関の研究者が実施する独創的な研究開発に対し、

経費の一部を助成（大学等高等教育機関は補助、公設試験研究機関は委託）するもので、平

成 26 年度の実施テーマは以下の８件である。 

※ 助成率：10 分の 10 以内 

※ 助成金上限額：150 万円（大学等高等教育機関）、100 万円（公設試験研究機関） 

 機  関 申請者 テーマ 

大

学

等

高

愛媛大学大学院  

理工学研究科 

准教授  

森 伸一郎 

コンクリート橋健全度診断のための振

動測定分析可視化装置の開発 

愛媛大学大学院  

理工学研究科 

准教授  

本村 英樹 

高真空容器不要でロボット化可能な低

摩擦膜の局所性膜技術の開発 
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等

教

育

機

関 

愛媛大学 農学部 

准教授  

杉元 宏行 

愛媛県産大径木を用いた高意匠性流動

木材成形体の開発 

愛媛大学  

南予水産研究センター 

准教授  

後藤 理恵 

南予水域におけるスマ養殖のための低

水温減耗回避技術の開発 

愛媛大学 

 南予水産研究センター 

助教  

柳 蓉沄 

カツオ一本釣まき餌用カタクチイワシ

の養殖による安定供給を目指した天然

種苗捕獲、移送システム実用化試験 

 

 機  関 申請者 テーマ 

公

設

試 

愛媛県産業技術研究所  

主任研究員 

秋元 英二 

データベースを用いた電気機器の見え

る化技術開発 

愛媛県産業技術研究所 

紙産業技術センター 

主任研究員 

大塚 和弘 

ＴＯＣＮ複合型新規ナノファイバーの

開発 

愛媛県農林水産研究所 

水産研究センター 

研究員  

橋田 大輔 

耳石日周輪を用いたマアジ幼魚の発生

海域の特定 

 

１．15 ライフサポート産業支援事業（地域産業活性化基金事業） 

     【予算額：9,896 千円】【決算額：3,354 千円】 

（１）ネットワーク形成事業 

新事業化・新商品化への取組み支援を目的に、企業間マッチングや各種事業関係者との連

携促進を図った。 

（２）研究部会支援事業 

① 愛媛の宝の育て方！磨き方！届け方！研究部会 

県内ものづくり従事者の連携・協働による地域資源（木材、農産物等）を活用した新

商品開発を目的に、新たに設定したコンセプトに基づく商品（木工雑貨、衣服、化粧水、

陶磁器等）を開発し、「東京インターナショナル・ギフト・ショー春 2015」出展等によ

り販路開拓に努めた。 

構 成 員 

㈱大五木材、無茶々園、Sa-Rah、スギウラ工房、 

愛媛県産業技術研究所 

研究部会開催回数 10 回 

② 新しいデザインの金封開発研究部会 

現代の生活スタイルの変化（慣習の形骸化、思考や価値観の多様化など）に沿った新

たな金封等の開発を目的に、新たに設定したコンセプトに基づき、水引に木材や真珠を

組み合わせた金封・ポチ袋等を試作した。平成 27 年度には首都圏で開催される大型展示

会に出展する予定。      

構 成 員 

㈲ヤマニシ、マルマツ紙業㈱、 

愛媛県産業技術研究所紙産業技術センター 

研究部会開催回数 ８回 

    ③ 愛媛県産農水産物加工利用研究部会 

      愛媛の豊富な地域資源（はだか麦、魚類）が持つ機能性成分に着目し、県内の農水産



- 25 - 

 

物生産者とものづくり事業者（加工食品分野）が連携した、新たな加工食品の開発を目

的に、消費者ニーズと、それに対する課題の抽出を行った。  

構 成 員 

㈲ジェイ・ウイングファーム、やまと発酵食品㈱、 

森文醸造㈱、㈱藤田精麦、㈱ダイニチ、 

シンセイフードサービス㈱、西南開発㈱、㈲松下海産、 

愛媛県産業技術研究所食品産業技術センター 

研究部会開催回数 １回 

 

１．16 中小企業製品開発プロジェクト支援事業（地域産業活性化基金事業） 

【予算額：2,496 千円】【決算額：940 千円】 

経済産業省の戦略的基盤技術高度化支援事業で実施した「炭素繊維強化プラスチック用三

次元形状のプレス切断金型および成形／切断金型の開発」（平成 23～25 年度）について、事

業化に向けた課題解決を目的に研究会を開催。加熱成形用金型の制御方法に関する改善策を

検討し、検討結果に基づいて改良を行った。 

構成員 ヤマセイ㈱、愛媛大学、愛媛県産業技術研究所 

開催日 平成 26 年 12 月 16 日 

場 所 ヤマセイ㈱（松山市） 

 

１．17 マイクロリファイン普及啓発促進事業（地域産業活性化基金事業） 

    【予算額：1,964 千円】【決算額：1,362 千円】 

セルロースナノファイバー（CNF）の技術開発の進展とビジネス創出に向けて、平成 24 年

度に設置した「えひめＣＮＦ研究会」が中心となり、研究会メンバーのほか、京都大学生存

圏研究所等の専門家 3名を招き、愛媛大学、産技研、関連企業等のオブザーバー参加のもと

研究会やセミナーを開催する等、ＣＮＦに関する最新動向や県内企業の取組状況を共有し、

今後の製品化に向けた意見交換等を行った。 

また、愛媛大学に委託し、パルプやコットンくずを原料とするＣＮＦの物性試験等を実施

して特徴の分析を行い、物性に応じた分野での製品化の可能性について、検討を進めること

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成員 

丸三産業(株)【座長】、カミ商事(株)  

愛媛県産業技術研究所、食品産業技術センター、繊維産業技術センター 

(公財)えひめ産業振興財団 

研究会 

開催日 H26.7.10 

場 所 テクノプラザ愛媛 

オブザーバー 

愛媛県産業技術研究所長 

愛媛大学農学部上級研究員 ほか 11 名 
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１．18 戦略的技術開発プロジェクトブラッシュアップ事業（県委託事業） 

    【予算額：556 千円】【決算額：210 円】 

技術開発プロジェクト・プロデューサー等が発掘したプロジェクトの育成を目的に、専門

家から助言を受けるための「戦略的技術開発プロジェクトブラッシュアップ委員会」を開催

し、国等が公募する競争的研究開発資金への提案を支援した。 

第１回 

開 催 日 平成 26 年６月 23 日 

提案事業名 戦略的基盤技術高度化支援事業（経済産業省） 

提案課題数 １課題 

招聘専門家 ２名 

第２回 

開 催 日 平成 27 年３月２日 

提案事業名 医工連携事業化推進事業（経済産業省） 

提案課題数 ２課題 

招聘専門家 ４名 

 

セミナー 

開催日 H27.3.12 

場 所 テクノプラザ愛媛 

講師等 

 

【講演】 

○「セルロースナノファイバーの製造と応用～日本には

資源も知恵もある～」 

 京都大学 生存圏研究所 教授 矢野 浩之氏 

○「木質からのリグノセルロースナノファイバー製造と

複合材料への応用」 

 産業技術総合研究所 研究チーム長 遠藤 貴士氏 

○「紙産業イノベーションセンターの概要と四国地域に

おけるＣＮＦ構想案について」 

  愛媛大学 紙産業イノベーションセンター長 

 内村 浩美氏 

【事例報告】 

○「愛媛のバイオマス資源によるＣＮＦの試作・物性試

験について」 

愛媛大学 紙産業イノベーションセンター     

助教 秀野 晃大氏 

○「パルプから製造したナノセルロースとその用途開発

事例について」 

大王製紙株式会社 技術開発部 新規事業グループ  

係長 大川 淳也氏 

【参加者】 

県内外の企業、大学、研究機関、行政等 58 名 
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１．19 改造電気自動車普及促進事業（県委託事業） 

    【予算額：4,264 千円】【決算額：2,305 千円】 

愛媛県ＥＶ推進協会の事務局として、県内企業によるＥＶ関連分野での事業化に向けた取

組みを支援した。 

（１） 会員への情報提供 

国内外における最新情報を収集し、県内事業者に向けて発信した。 

（発信回数：12 回） 

（２） 販路開拓支援 

「第６回ＥＶ・ＨＥＶ駆動システム技術展」への出展により、県内事業者が開発した新技

術・新製品の販路開拓を支援した。 

日  時 平成 27 年 1月 14 日～平成 27 年 1月 16 日 

開催場所 東京国際展示場（東京都） 

出展企業 共立電気計器㈱、㈱KEINS、三共オートサービス㈱、㈱エムコット 

ブース来場数 162 社 

商談件数 12 件 

 

１．20 ものづくり中小企業・小規模事業者等連携事業創造促進事業（国委託事業） 

【予算額：45,334 千円】【決算額：41,571 千円】 

県内中小企業を中心としたグループの革新的でハイリスクな研究開発を支援するため、当

財団が事業管理機関となって以下の２事業を実施した。 

（１）低コストと超軽量化を同時に実現する CFRP(炭素繊維強化プラスチック)製バス部品の開発 

期 間 平成 25～27 年度（３年間） 

研究実施機関 

ヤマセイ㈱、ビューテック㈱、㈱尼﨑工作所、愛媛大学、愛媛県産業技術

研究所 

研究開発推進

委員会 

第１回 

開催日 平成 26 年６月 27 日 

場 所 テクノプラザ愛媛 

第２回 

開催日 平成 27 年１月 22 日 

場 所 テクノプラザ愛媛 

成果等 

これまでに、CFRP の特性把握と CFRP 用中間基材を加熱成形できる金型を

開発した。次年度は、最終目標である CFRP 製バス部品の試作と、量産技

術の確立に努める予定。 

（２）玉葱皮剥き機の画像処理を用いた３次元認識モジュール開発 

期 間 平成 25～26 年度（２年間） 

研究実施機関 システムエルエスアイ㈱、土佐電子工業㈱、愛媛大学 

研究開発 

推進委員会 

第１回 

開催日 平成 26 年 10 月 14 日 

場 所 テクノプラザ愛媛 

第２回 

開催日 平成 27 年３月５日 

場 所 土佐電子工業㈱ 松山工場 

成果等 

小型カメラを用いた画像処理技術を応用し、一括挿入された大小様々な玉

葱を、全自動で皮剝きできる装置を開発した。 
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１．21 地域イノベーション戦略支援事業（国補助事業） 

【予算額：20,300 千円】【決算額：18,144 千円】 

水産業の６次産業化による宇和海地域の活性化を目的に、当財団が総合調整機関として、

宇和海地域の課題解決に向けた研究や、水産業の６次産業化を担う人材の育成に取り組むと

ともに、研究成果の円滑な技術移転・事業化に向けた活動を行った。 

（１）推進体制の構築 

① えひめ水産イノベーション創出推進協議会の設置 

産学官金による協議会を設置し、地域イノベーション戦略の策定や地域イノベーション

戦略の実現に向けた各参画機関の取組状況及び成果等の確認、今後の取組みの方向性を決

定した。 

（産）愛媛県漁業協同組合連合会、(社)愛媛経済同友会、㈱ﾃｸﾉﾈｯﾄﾜｰｸ四国 

（学）愛媛大学 

（官）愛媛県、宇和島市、八幡浜市、西予市、伊方町、愛南町 

（金）㈱伊予銀行、㈱愛媛銀行、愛媛信用金庫、宇和島信用金庫、 

愛媛県信用漁業協同組合連合会 

② プロジェクトディレクタと地域連携コーディネータの配置 

事業全体を統括するプロジェクトディレクタ（１名）と地域密着型の地域コーディネ

ータ（２名）を配置し、研究成果の技術移転・事業化に向けて、地域ニーズとのマッチ

ングに努めた。 

（２）協議会・委員会の開催 

研究成果の周知・普及及び効果的な事業運営を目的に、以下の事業を実施した。 

えひめ水産イノベーション 2014 公開セミナー 

 

開催日（場所） 平成 26 年 11 月 10 日（サブライムホール） 

内   容 

地域イノベーション戦略支援プログラムを広く周知するとともに、

県内事業者等の意識啓発を図るため、近畿大学農学部水産学科の有

路昌彦准教授を講師に迎えて、「日本の養殖業者の採るべき販売戦

略」をテーマにセミナーを開催した。（参加者140名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部評価委員会 

 

 

開催日（場所） 平成27年２月24日（松山全日空ホテル） 

内   容 

これまでの成果と今後の取組みの方向性等について、客観的な評価

を受けるため、学識経験者等から評価・助言を得た。 

研究成果報告会 

 

 

開催日（場所） 平成 27 年３月３日（サブライムホール） 

内   容 

本事業の研究成果を広く周知・普及するため、愛媛大学南予水産研

究センターの研究成果を発表した。（参加者78名） 
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１．22 新産業集積創出基盤構築支援事業（国委託事業） 

【予算額：2,707 千円】【決算額：839 千円】 

    CFRP を活用して新技術・新製品を開発できる高度な知識・技術を持った人材を養成するた

め、CFRP の材料設計や成形に関する講義・実習を行った。 

第１回 

開 催 日 平成 26 年 10 月 15 日 

場   所 愛媛大学 

内   容 

材料設計に関する基礎的な講義と、ホットプレス法による成

形実習を行った。 

参 加 者 ７名 

第２回 

開 催 日 平成 26 年 11 月 12 日 

場   所 愛媛県産業技術研究所 

内   容 

材料設計に関する実践的な講義と、オートクレーブ法による

成形実習を行った。 

参 加 者 ７名 

第３回 

開 催 日 平成 26 年 11 月 28 日 

場   所 愛媛県産業技術研究所 

内   容 

CFRP の接合方法に関する講義と、JIS 基準に基づいた CFRP の

物性評価試験について実習した。 

参 加 者 ８名 

 

１．23 愛媛県地域連携・提案型人づくり事業（県委託事業） 

【予算額：3,209 千円】【決算額：2,707 千円】 

県内ものづくり企業の生産性向上と付加価値の高い新製品開発を促進するため、３Ｄプリ

ンターの導入に際して必要となる３次元データの作製研修を実施した。 

開催期間 平成 26 年 11 月 17 日～12 月 15 日（全８回） 

場  所 テクノプラザ愛媛 

内  容 

３Ｄスキャナ及び３Ｄ－ＣＡＤを使用して、平面データ及び実物からの

３次元データ作成について講義・実習を行った。 

参 加 者 ５社 

 

１．24 炭素繊維複合材料加工技術者育成事業（県委託事業） 

【予算額：528 千円】【決算額：475 千円】 

    CFRP を活用して新技術・新製品を開発できる高度な知識・技術を持った人材を養成するた

め、CFRP の切削加工に関する講習会を開催した。 

 

えひめ水産イノベーション創出推進協議会 

 

 

開催日（場所） 平成 27 年３月 25 日（テクノプラザ愛媛） 

内   容 

えひめ水産イノベーション戦略の実現に向けて、各参画機関の取組

状況、成果等の確認及び今後の取組みの方向性について協議した。 
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開催期間 平成 27 年３月 26 日 

場  所 愛媛県産業技術研究所 

内  容 

CFRP に対する加工方法について講義した後、マシニングセンターを使用

して、CFRP 積層板への穴あけ及び切削加工について説明・実演した。 

参 加 者 ７社 

 

１．25 農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事業（国補助事業） 

【予算額：13,100 千円】【決算額：5,171 千円】 

    坂の上のクラウドコンソーシアムとして、農業界と経済界が連携して、農業生産に係

るコスト低減や収益性向上等に資する技術・ノウハウの実証事業を実施する。平成２６

年度から２８年度の３年間で実施する事業であり、１年目は、７２時間先までの高精度

気象情報を活用した農業生産のコストダウン（リスクマネジメント）につながるシステ

ムを開発、実証確認を行った。  

○ 坂の上のクラウドコンソーシアム構成企業等 

農業界 野本農園（農業界代表） 

経済界 コンピューターシステム株式会社（経済界代表・総括代表） 

公益財団法人えひめ産業振興財団（経理担当） 

特定非営利活動法人 ＩＴＣ愛媛、株式会社ウイン、 

株式会社大栄電機工業、株式会社ロジック松山支店 

株式会社ハレックス 

 

 

＜Ｃ：情報化促進支援事業＞  

 

１．26 中小企業支援センター情報ネットワークシステム管理運営事業(県委託事業) 

    【予算額：9,102 千円】【決算額：6,621 千円】 

インターネットを通じて中小企業支援機関や商工団体等と連携を図るとともに、各種産業

情報や企業情報等を収集・発信することにより、県内中小企業の情報化を支援するため、愛

媛県からの委託を受け、中小企業支援センター情報ネットワークの管理・運営を行った。 

○名 称 愛媛県中小企業支援センター情報ネットワーク（ehime-iinet） 

○発信する情報 

・  愛媛のプロフィール 

・  産業情報  企業情報、物産情報、伝統産業情報、商店街情報、図書・ビデオ情報 

・  提供情報  中小企業支援情報、その他財団事業情報 
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１．27 高度ＩＴ人材創出・育成事業（県補助事業） 

【予算額：5,550 千円】【決算額：3,602 千円】 

① 高度ＩＴ人材研修 

    高度化する情報関連産業のニーズを踏まえ、実践的かつ即戦力として活躍できる人材を

育成するため、愛媛県の補助を受け、ＩＴ技術者の実務・技術両面のスキルアップにつ

ながる高度ＩＴ人材創出・育成研修を７講座実施した。 

（委託先：富士通株式会社松山支店、セイ・コンサルティング・グループ株式会社） 

場所：テクノプラザ愛媛、テクノプラザ愛媛別館 

講 座 名 研    修    内    容 

実施日 

(日数) 

受講者数 

(修了者数) 

受講料 

交流型による

リーダー人材

育成 

他社からの参加者との交流の中で、自

社にない価値観、思考・行動特性、取り

組みを気づきとして獲得し、また、自社

の強みを再認識する。今後の交流の促進

を図る。 

H26.8.8 

（1 日間） 

7 名 

(7 名) 

20,000 

円 

魅せるWebデザ

イン！基礎か

ら 学 ぶ

JavaScript フ

レームワーク 

現 在 主 流 と な っ て い る jQuery や

jQueryMobileを利用し、スマートフォン

に対応したサイト制作を中心に、効率よ

く魅せるWebサイトを構築する手法を学

習した。 

H26.8.25 

（1 日間） 

9 名 

(9 名) 

13,000 

円 

クラウドを活

用した Java ア

プリケーショ

ンの作成 

現在主流となっている「 J2EE ＋

Struts1.X＋JSP」の構築手法を学び、将

来的にJava EE6（JSF2.0）など、次の開

発標準へのアプローチも学習した。 

H26.8.26 

（1 日間） 

5 名 

(5 名) 

13,000 

円 

ルーターを使

って学ぶネッ

トワークの基

本とトラブル

シューティン

グ 

仮想ルーターとパケットアナライザ

を使って、OSI参照モデルのデータリン

ク層、ネットワーク層、トランスポート

層の働きを理解 し、ネットワークトラ

ブルの調査と問題解決の手法と考え方

を体系的に学習した。 

H26.10.3 

（1 日間） 

9 名 

(9 名) 

13,000 

円 

iOS ・ Android

ハイブリッド

アプリ開発実

践 

Apache Cordovaに相当するハイブリッ

トフレームワークを利用しながら、iOS

とAndroidアプリを同時に作成する手法

を学習した。 

H26.10.27 

（1 日間） 

11 名 

(11 名) 

13,000 

円 

ＩＴ技術者の

ための問題発

見・解決能力 

システム開発工程遅延、仕様不備およ

び機能追加に関する問題、システム障害

などの様々な問題をいろいろな視点か

ら考察し、原因の本質を深く究明、把握

することにより、早期に根本的な対策を

打ち出し収束させ、今後発生する問題を

小さくするための行動を考えるととも

に、業務における問題発見の意識の持ち

方について学習した。 

H26.11.27 

（1 日間） 

18 名 

(18 名) 

13,000 

円 

ファイアウォ

ールと暗号技

術で理解する

ネットワーク

セキュリティ 

ファイアウォールによって守ること

が出来るもの、暗号技術によって守るこ

とが出来るものを理解し、最適なネット

ワークセキュリティを実現する知識を

習得します。また、仮想ルーターを使っ

てパケットフィルタリングを設定する

ことで、ファイアウォールの挙動を学習

した。 

H26.12.18 

（1 日間） 

11 名 

(11 名) 

13,000 

円 
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② 地域連携型若年者ＩＴ人材研修 

 県内ＩＴ企業・団体と連携して、就職活動前の若年者ＩＴ人材向けに、ＩＴに関する知

識に触れるとともに、ＩＴ業界・ＩＴ企業に対する理解を深めてもらうため、現役ＳＥと

の意見交換・実習を５回実施した。 

○第１回 開催日  平成 26 年 7月 19 日（土） １日間 

参加対象 南予地域にある高等学校の生徒 

開催場所 西予市宇和文化会館 中ホール 

  

協賛企業 ファイブヴィレッジ（株）、エンザントレイズ（株） 

内 容  ・ＩＣＴ企業の実情と今後の展望 

         ・西予市にシステム開発拠点を作った理由 

         ・プログラミング実習 

         ・交流会、学生と社員の座談会 

参加者  高校生 ６校 １１人 

○第２回 開催日  平成 26 年 9月 12 日（金） １日間 

参加対象 大学１年～３年生、大学院１年生、専門学校生 

開催場所 テクノプラザ愛媛別館 交流型会議室 

協賛企業 デジタル･インフォメーション・テクノロジー（株） 

内 容  ・大規模システム開発の現場について 

         ・パケット通信の仕組みについて 

         ・SE との意見交換会 

    参加者  大学生３人、専門学校生１４人、計１７人 

○第３回 開催日  平成 26 年 9月 19 日(金) １日間 

参加対象 大学１年～３年生、大学院１年生、専門学校生 

開催場所 テクノプラザ愛媛別館 交流型会議室 

 協賛団体 愛媛県情報産業サービス協議会 [ 担当企業：（株）ＩＪＣ ] 

    内 容  ・プログラムの設計を体験してみよう！ 

（独自の発送で設計を楽しむ） 

         ・ものづくりを体験してみよう！（プログラムの作成と発表） 

           ・ＳＥの仕事とは何か？ 

実際にＳＥとして活躍している先輩に話を聞いてみよう！ 

参加者  専門学校９人 

○第４回 開催日  平成 26 年 12 月 6日(土) １日間  

参加対象 大学１年～３年生、大学院１年生、専門学校生 
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開催場所 テクノプラザ愛媛 ２Ｆ OA 研修室 

             テクノプラザ愛媛別館 交流型会議室 

    協賛団体 愛媛ニアショア開発協議会[ 担当企業：合同会社コネクト ] 

 内 容  ・インターネット検索とｇｏｏｇｌｅ 

         ・Ａｎｄｒｏｉｄアプリとフリービジネス 

           ・学生と社会人との交流会 

参加者  専門学校９人、社会人４人、計１３人 

○第５回 開催日  平成 26 年 11 月 22 日（土）・29 日（土） ２日間 

参加対象 大学生、専門学校生 

 開催場所 愛媛大学 工学部本館１階 Ｅ011 講義室 

共催団体 愛媛県ＩＴ推進協会、愛媛大学産学官連携推進センター 

講 師  愛媛大学大学院 

内 容  ・『ロジカルシンキング』講座 

参加者  専門学校生７人、社会人７人、計１４人 

③ＩＴ異業種交流研修 

異業種事業者との交流によるソリューション研究 

内 容 「えひめＩＴソリューション研究会」を設置、事務局運営 

「農業のＩＴ化」をテーマとして、研究会を開催し、異業種との連携・交流

によってソリューション力を高め、自社製品の開発を目指すための研究会を

開催した。 

     参加ＩＴ企業 ４社、農業者 ２個人、アドバイザー企業 １社 

     意見交換   愛媛県農林水産研究所、愛媛大学農学部 

 

１．28 情報化基盤整備促進事業（基盤整備基金事業） 

    【予算額：3,449 千円】【決算額：2,759 千円】 

（１）各企業が実践的なＩＴ活用に関する内容を学べるｅラーニングサービスの提供 

ＩＴが企業活動のツールになるよう、各職場で実践的な内容を学べるｅラーニングを財団ＡＳ

Ｐサイト上で提供した。 

（２）企業がＩＴ導入の必要性を実感し実践に移すため、実践企業の事例を学ぶセミナーの開催 

県内中小企業者が情報通信機器を有効に活用し、自ら情報化を推進していけるよう、ＩＴ

利活用の支援に関するセミナー開催等の啓蒙普及活動や情報収集等を実施した。 

   ○ＩＴ利活用支援セミナー 

     開 催 日 平成 27 年２月 10 日（火）13：00～17：00 

     テ ー マ 吉田劇場 ＩＣＴの潮流（目から鱗の事例紹介満載！） 
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          ～ＩＣＴの進化により消費者の消費動向・生活スタイルが大きく変わる～ 

     受講者数 20 名 

（３）中小企業支援センターホームページの運営 

    中小企業支援センターホームページ（財団ＨＰ）の運営管理を行った。 

 

 

２ （収１）収益事業  

 

２．１ テクノプラザ愛媛管理運営事業（県委託事業） 

愛媛県から、テクノプラザ愛媛本館及び別館の指定管理者の指定を受け、両施設の管理・

運営を行った。 

管理・運営に当たっては、施設の設置目的並びに指定管理者業務仕様書に基づき、企業等

の多様なニーズに対応するとともに、利用者への広く公平なサービスの提供と安全性の確保

を図ることはもとより、施設の機能を十分活かした管理・運営を行った。 

 

         

  テクノプラザ愛媛本館 

① インキュベート施設の概要  

インキュベート・ルーム：21室［19.74㎡～71.60㎡］ 

飲食業に関するインキュベート・ルーム：1室［245.38㎡］ 

    ② 入居企業の状況 

   室 

名 

入居企業名 産業分野 入居許可期間 備  考 

レストラ

ン 

㈱グリーンレーベル 

（飲食業に関するインキュベー

ト・ルームとして、SOHSOHを運

営） 

飲 食 業 H26.9～H27.8 

㈱エイトワン 

H26.8退去 

２０１   

㈱グラスプクリエーションズ 

H27.2 311号室へ移転 

２０２ ㈱エンカレッジ ビジネス支援 H20. 9～H27. 8  

２０３ (有)上田電子開発 情 報 通 信 H24. 5～H27.4   

テクノプラザ愛媛本館利用状況 

 

テクノプラザ愛媛別館利用状況 

利用施設 件 数 人 数 利用施設 件 数 人 数 

テクノホール 173 16,984 一般会議室 11 222 

一般研修室 199 5,656 交流型会議室 42 739 

ＯＡ研修室 47 894 合 計 53 961 

特別会議室 83 1,169 

一般会議室 381 6,966 

小会議室 189 2,958 

合 計 1,072 34,627 
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２０４ 

ＷＥＢ ＴＯＵＣＨ 

村田大吾 

情 報 通 信 H23. 2～H28. 1  

２０５ (特非)ポジティブリサイクル21 環 境 H25. 6～H27. 5  

２０６ ㈱プライサー 情 報 通 信 H21. 5～H27. 4  

３０１ ㈱ＫＥＩＮＳ Ｅ Ｖ 事 業 H24. 6～H27.5  

３０２    

㈱ＫＥＩＮＳ 

H26.4退去 

３０３ カイゼン㈱ 環 境 H24. 2～H28.1  

３０４ ㈱エムページ 情 報 通 信 H26.6～H27. 5  

３０５    

㈱ニーズウェア 

H26.5退去 

３０６ ㈱夢大地 新 製 造 技 術 H23. 3～H28. 2  

３０７ ㈱アシスト・ビズ 

コンサルティ

ン グ 

H25.10～H27. 9  

３０８ 西日本電信電話㈱愛媛支店 ビジネス支援 H 3. 4～H27. 3  

３０９ ㈱ジェイコム 医 療 ・ 福 祉 H26. 3～H28. 2  

３１０ ㈱おひさま 医 療 ・ 福 祉 H25. 6～H27. 5  

３１１ ㈱グラスプクリエーションズ 情 報 通 信 H23. 6～H27. 5  

３１７ 愛媛県中小企業団体中央会 ビジネス支援 H26.3～H28.2  

３１８ 愛媛県中小企業団体中央会 ビジネス支援 H27.3～H28.2  

３１９ ㈱リーガル 情 報 通 信 H23. 7～H27. 6 

 

 

 

３２０ ㈱和設計 建 設 H26. 4～H27. 3  

全２２室 平成 27 年３月 31 日現在  入居企業：18社 19 室（入居率：86.74／年間） 

 

テクノプラザ愛媛別館 

①  インキュベート施設の概要  

インキュベート・ルーム：11室［17.17㎡～123.66㎡］ 

②  入居企業の状況 

室 名 入 居 企 業 名 産 業 分 野 入居許可期間 備  考 

A～K 

デジタル・インフォメーショ

ン・テクノロジー㈱ 

情 報 通 信 H25.3～H28.2  

 全１１室 平成２７年３月３１日現在 入居企業：１社11室（入居率：100％／年間） 
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（１）情報提供業務 

ホームページに県内中小企業に必要な情報を掲載するほか、国・県の施策に関するリーフ

レットや、各種調査の報告書等を館内に配置して、情報の提供を行った。 

更に、入居者に対しては、インキュベーション・マネージャーやビジネスサポートオフィ

ス、隣接する産業技術研究所と連携し、それぞれのニーズに応じた情報の提供に努めた。 

（２）利用促進業務 

ホームページによる情報発信、施設案内パンフレットの配布、更には経済誌への広告掲載

やマスコミ等への随時情報の提供などを通じ、積極的にＰＲした。 

また、各種団体、企業、大学及び試験研究機関等の機関誌による広報や企業訪問による宣

伝活動を行うほか、財団のネットワークを最大限に活用して利用の促進を図った。 

（３）施設の維持管理に関する業務 

施設を適切に運営するために、日常的に施設の点検を行い、安全かつ安心して利用できる

よう保全に努め、建築物等の不具合については、速やかに改善を図るとともに、清潔な景観

保持に努めた。 

 

 

３ （他１）その他の事業  

 

３．１ 設備資金貸付事業（県借入金事業、県補助事業） 

償還業務及び巡回指導業務を実施した。 

 

３．２ 設備貸与事業（県等借入金事業） 

償還業務及び巡回指導業務を実施した。 

 

３．３ 機械類貸与事業(県借入金事業) 

償還業務及び巡回指導業務を実施した。 
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Ⅲ 庶務概要 

 

１ 役員等の状況 

  評 議 員    ８名 

       理 事   １１名    理 事 長        １名 

専務理事    １名 

常務理事    １名 

監  事    ２名 

 

 

評議員                                                    平成 27 年 5月 15 日現在 

職  名 氏  名 役    職    名 備 考 

評 議 員 石川   靖 愛媛県産業支援局長  

〃 平野陽一郎 松山市産業経済部長 新任(H26.4.8) 

〃 中村 雅人 松山大学経営学部長 新任(H26.4.8) 

〃 谷口 佳文 新居浜工業高等専門学校教授  

〃 清水  進 愛媛経済同友会専務理事 新任(H27.4.23) 

〃 井手 正一 愛媛県信用保証協会業務統括部長 新任(H27.4.23) 

〃 梶本  環 愛媛県市長会事務局長 新任(H27.5.15) 

〃 渡部 明忠 愛媛県町村会事務局長  

任期：平成２８年開催定時評議員会終結時まで 

 

理事等                                                    平成 27 年 4月 1日現在 

職  名 氏  名 役    職    名 備 考 

理 事 長 森田 浩治 株式会社伊予銀行会長  

専務理事 村上 哲義 公益財団法人えひめ産業振興財団総務企画部長  

常務理事 三好 利一 公益財団法人えひめ産業振興財団産業振興部長 新任(H27.4.1) 

理  事 本田 元広 株式会社愛媛銀行頭取  

〃 仁科 弘重 国立大学法人愛媛大学社会連携推進機構長 新任(H27.4.1) 

〃 服部  正 公益社団法人愛媛県紙パルプ工業会会長  

〃 近藤 聖司 四国タオル工業組合理事長  

〃 越智 仁司 愛媛県輸出縫製品工業協同組合理事長  

〃 塩崎  桂 愛媛県商工会議所連合会事務局長  

〃 高橋 章司 愛媛県商工会連合会事務局長  

〃 松本 英樹 愛媛県中小企業団体中央会事務局長 新任(H27.4.1) 

監  事 弓山 慎也 愛媛信用金庫理事長  

〃 関谷 幸男 愛媛県信用農業協同組合連合会理事長  

任期 理事：平成２８年開催定時評議員会終結時まで 

            監事：平成２８年開催定時評議員会終結時まで 



- 38 - 

 

２ 理事会の開催状況 

 

開催年月日 開催場所 付 議 事 項 議決状況 

平成 26 年 

５月 30 日(金) 

  14：30～ 

テクノプラザ 

愛媛 

特別会議室 

(１)平成 25 度事業及び決算について 

(２)平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正について 

(３)定時評議員会の招集について  

原案議決 

平成 26 年 

6 月 17 日(火) 

 13:15～ 

えひめ共済会館 

勝山 

(１) 代表理事の選定について 

(２) 業務執行理事の選定について 

 

原案議決 

平成 26 年 

6 月 27 日(金) 

持ち回り (１)平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正について 

 

原案議決 

平成 26 年 

9 月 8日(月) 

持ち回り (１)平成 26 年度収支予算の補正について 

 

 

原案議決 

平成 26 年 

11月 14日(金) 

持ち回り (１)平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正について 

 

原案議決 

平成 27 年 

1 月 26 日(月) 

持ち回り (１)平成 26 年度収支予算の補正について 

 

 

原案議決 

平成 27 年 

2 月 19 日(木) 

持ち回り (１)平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正について 

 

原案議決 

平成 27 年 

3 月 17 日(火) 

 10:30～ 

テクノプラザ 

愛媛 

特別会議室 

(１)平成 27 年度事業計画及び収支予算等に

ついて 

(２) 資産の運用について 

(３) 評議員会の招集について 

原案議決 
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３ 評議員会の開催状況 

 

開催年月日 開催場所 付 議 事 項 議決状況 

平成 26 年 

6 月 17 日(火) 

 10：00～ 

テクノプラザ 

愛媛 

特別会議室 

（１）平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正について 

（２）理事の選任について 

原案議決 

平成 26 年 

7 月 2日(水) 

持ち回り （１）平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正につい 

 

原案議決 

平成 26 年 

9 月 12 日(金) 

持ち回り （１）平成 26 年度収支予算の補正について 

 

 

原案議決 

平成 26 年 

11月 20日(木) 

持ち回り 

       

（１）平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正について 

 

原案議決 

平成 27 年 

2 月 2日(月) 

持ち回り （１）平成 26 年度収支予算の補正について 

 

 

原案議決 

平成 27 年 

2 月 25 日(水) 

持ち回り （１）平成 26 年度事業計画の一部変更並びに

収支予算の補正について 

 

原案議決 

平成 27 年 

3 月 24 日(火) 

 14:00～ 

テクノプラザ 

愛媛 

特別会議室 

（１）平成 27 年度事業計画及び収支予算等に

ついて 

（２）理事の選任について  

原案議決 
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４ 職員の状況 

 

                                                             平成 27 年 4月 1日現在 

所 属 職  名 氏  名 備   考 

 

総務企画部 

○総務課  

  〃 

  〃 

  〃 

○企画情報課 

     〃 

○中小企業支援課 

      〃 

 

 

部   長 

参 事 課 長      

副 課 長 

  〃 

主   任 

課   長 

副 課 長 

課   長 

主    任 

 

村 上  哲 義 

羽 藤   環 

清 家 さつみ 

木 下    学 

武 田 和 高 

神 尾  泰 昭 

竹 村   宏 

二 宮   厚 

穴 山  和 久 

 

専務理事が兼務 

出納員を兼務 

 

 

 

愛媛県から派遣 

 

 

 

 

 

産業振興部 

○新事業支援課 

      〃  

     〃 

  〃 

      〃 

   〃 

   〃 

   〃 

○産業振興課  

     〃  

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

〃 

○産学官連携推進課 

 〃 

     〃 

     〃 

〃 

〃 

 

部    長 

課   長 

副 課 長 

担 当 課 長 

専 門 員 

  〃 

主任研究員 

研  究 員 

  〃 

課   長 

専 門 員 

担 当 課 長 

  〃 

専 門 員 

主   任 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

主   事 

研 究 員 

  〃 

課   長 

担 当 課 長 

専 門 員 

  〃 

主   任 

  〃 

 

 

三 好 利 一 

佐 伯   勲 

西 川 昌 祐 

高 尾 浩 司 

谷 泉 忠 幸 

松 長 美 樹 

大 川     徹 

菅   正 也 

池 内 秀 明 

菅   匡 紀 

藤 田 雅 彦 

瀬 村 正 志 

飯 野 重 樹 

伊 賀 丈 洋 

長 野 秀 治 

山 本   卓 

加 地 祐 介 

浦 元   明 

佐 藤 美 奈 

菊 地 瑛里子 

福 田 泰 三 

西 川 英 憲 

玉 井 浩 二 

菊 地 敏 夫 

加 藤 秀 教 

秋 元 英 二 

三 好 千 春 

明 賀  久 弥 

 

 

常務理事が兼務。愛媛県から派遣 

愛媛県から派遣 

 

（愛媛県経済労働部産業創出課 農商工連携係長） 

愛媛県から派遣 

（愛媛県経済労働部産業創出課 専門員） 

愛媛銀行から出向 

伊予銀行から出向 

愛媛銀行から出向 

愛媛県から派遣 

愛媛県から派遣 

（愛媛県経済労働部産業創出課 新事業支援係長） 

（ 〃  〃    〃    技術振興係長） 

（ 〃  〃   経営支援課 専門員） 

（ 〃  〃   産業創出課 主任） 

（ 〃  〃     〃   主任） 

（ 〃  〃     〃   主任） 

（ 〃  〃     〃   主任） 

（ 〃  〃   労政雇用課 主任） 

（ 〃  〃   産業政策課 主事） 

伊予銀行から出向 

愛媛信用金庫から出向 

（愛媛県産業技術研究所企画管理部 担当係長） 

（愛媛県経済労働部産業創出課 産学官連携係長） 

（ 〃  〃    〃    専門員） 

（愛媛県産業技術研究所企画管理部 専門員） 

（愛媛県経済労働部産業創出課     主任） 

（愛媛県産業技術研究所企画管理部 主任） 
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事業報告の附属明細書 

 

１ 許認可等について補足すべき重要な事項 

許可、認可、承認等に関する事項 

申請年月日 申請事項 許可等年月日 備  考 

平成 12 年 5 月 11 日 愛媛県中小企業支援セ

ンター（指定） 

平成 12 年 5 月 11 日 中小企業支援法第 7 条第

1 項の規定による 

平成 17 年 6 月 23 日 中核的支援機関（認定） 平成 17 年 7 月 8 日 中小企業の新たな事業活

動の促進に関する法律第

26 条第１項の規定による 

平成 20 年 9 月 26 日 指定管理者（テクノプ

ラザ愛媛）（平成 21 年

4 月１日から平成 26

年 3 月 31 日まで） 

平成 20 年 12 月 12

日 

愛媛県公の施設設置及び

管理に関する条例第11条

第 3 項の規定による 

平成 20 年 9 月 26 日 指定管理者（愛媛県産

業情報センター）（平成

21 年 4 月１日から平

成 26 年 3 月 31 日ま

で） 

平成 20 年 12 月 12

日 

愛媛県公の施設設置及び

管理に関する条例第11条

第 3 項の規定による 

平成 25 年 1 月 31 日 経営革新等支援業務を

行う者（認定） 

平成 25 年 3 月 21 日 中小企業の新たな事業活

動の促進に関する法律第

17 条第１項の規定による 

平成 25 年 9 月 20 日 指定管理者（テクノプ

ラザ愛媛（旧愛媛県産

業情報センターを含

む））（平成 26 年 4 月

１日から平成 31 年 3

月 31 日まで） 

平成 25 年 12 月 13

日 

愛媛県公の施設設置及び

管理に関する条例第11条

第 3 項の規定による 

 

 


